















































































立場から子ども学の構築の必要性を提唱してき 小林登によ っ て近年普及をみてきている。小林は、 一 九八五年に編纂した『新しい 』のなかの〈子ども学の現状と課題〉で、 「今、私たち小児科医に求められているのは、子どもたちの体ば りでなく、心を科学的、さらに生物科学的な基盤 新しい包括的な立場でとらえなおし、臨床の現場に応用することなのです。それ は従来の発達心理学ばかりでなく、行動科学・文化人類学・社会人類学などの理念も必要と思え のです。換言するならば ソフトな小児科学を、科学、とくに生物学・医学の ハードな立場でとらえることが なのです。現在の関連諸科学は進歩し、とくに情報科学・システム どの理念はそうすることを可能にしています。ですから、子どもの心と体、子どもの発育に関心をもつ人々は、 一 堂に会して学際的な研究チームを作ら ければならない います。
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的な体系があります。そのうえで「子ども学」は、 医学、保健学の分野、すなわち小児科学ばかりでなく、心理学、教育学、育児学、保育学なども大きく取り込ま ければなりません。さらにはそれらを超えて、子どもに関わる社会学、行動 行動科学 文化人類学など人文科学を有機的に包括し、 統合する必要があります。 したが っ て 「子ども学」は文理融合科 なのです。そういう学問体系を打ち立てるためには新しい科 的立揚が必要です。私はそれを、①人間科学（
hum
an science ） 、②子ども生態学
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学であるといえ、子ど を教育と保護の対象とみなす近代の子ども観に強い疑念を示し、 歴史学、 社会学、 人類学、民族学、文化論などの研究法と理論を駆使しながら、改めて「子どもとは何者か」 「子ども期は何によっ て構成されるのか」 の存在の要件につ いて複数 答えを導き出そうとしている
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奇しくも二〇 一 〇年は、
P
h. アリエ スの 「 〈子ども〉 の誕生」



















perial period of C
hinese H
istory, 一 三六八年～ 一 九 一 二
年）において、現代の子どもの発達区分に倣うならば、誕生時から思春期にいたるまでの子どもを対象とした 授乳 ・排泄とい った日常のケア、疾病予防と病気治療、乳母や家庭教師の選択、就学前 家庭教育や家塾 教育理念 プログラム・教材 飲食と遊びや快楽に対する禁制と実態、玩具・出版文化などの子ども向けの物質文化 発展、そして予どもが所属した家族の複雑な 間関係（特に異性間の親子関係）に注目 、儒教書、医学書、臨床記録、伝記、自伝、年譜、書信、美術、文学作品などを手かがりに、約五百年間で子どもへの関心や愛着、期待が高まり大人と子どもの心理的距離が縮まると同時に 子 もの特性や子ども固有の世界の存在を容認し配慮する新しい〈大人―子ども関係〉が中国で発現していく複雑で起伏に富んだ道程を描写しようと試みている

















係は固定 た不変のものではなく 相互に影響を与えあい変化する動的なも 、すなわち「互動」であった の見解に立ち、過去の社会・文化 なかでの子どもの能動性、主体性を積極的に読み取ろうと る姿勢である。例えば、大人から要求された期待や願望を子ども自身はどう理解し行動したか、階層主義の厳重な規範文化 圧力に屈たのかどう 、どういう場面で子どもは自由や解放を得たか、大人の言動、特にその矛盾や不道徳 堕落した生活を子どもは 捉えたか、死が身近にあった社会 病気や孤独とどう戦い運命と向き合おうとしたか、具体に残された の言葉 丁寧に掬おうとする。「本当の問題は外の作用に対する影響であり、成人中心
の社会状況の下で現れている子どもの自主 な声 動作大小の子どもたちが擁する自主的な感情 内 含む 作を掘り下げていくこと
   7」だとする熊秉真の主張からは、
子どもを対象に科学的なデータを収集・分析しよ とる場合、精確さや厳密さを追究すると子どもの丸ごとの

















だ言葉を持たない「アンファンス」を生きる子どもの声を拾うことの根本的な難しさ、ある は輪郭が曖昧で不確実で不安定な「子どもらしさ」 虚構を埒外に排除しななければ、科学として成立 ないアカデミズムとい ものの絶望的な狭さとい ったものが、見え隠れしているのかれない。―――――――――――１

















































































































本誌創刊号の英語表記がCommunity and Child Studies であるのに、第２号
では Community and Child Science となっておりました。Community and 
Child Studies が正式英語表記となります。ここに訂正とお詫びを申し上げます。
